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江戸版本の挿絵にみられる文様の検討

○小沢直子　河村まち子　伊藤紀之

(共立女子大)

被　　服

＜ 目的＞

江戸期には挿絵入り読物である浮世草子や絵本が数多く刊行されている。本研究では、井原

西鶴や菱川師宣によ って手がけられた版本を題材にし、 挿絵に描かれた人物の小袖の文様につ

いて検討する。

＜ 方法＞

原作・作画ともに西鶴の作になる「好色一代男」大坂版と、師宣が挿絵を描いた「好色一代

男」江戸版並びに絵本版の挿絵を比較検討する。また、「新板当風御 ひいなかた」「新板｡｡小

袖御ひいなかた」などの雛形本との関連性を考察する。

＜ 結論＞

調査対象の絵本に描かれた登場人物の着物の文様と雛形本には多くの共通点がみられた。 ま

た、挿絵の登場人物に様々な着物を描こうとする作画意図も確認できた。この結果から、挿絵

は単に物語の情景を伝えるだけではなく、読者に対してその時期の最新フ ァッションを楽しま

せる役割をも備えていたのではないかと考えられる。物語を読みたいという欲求と最新のファッ

ションを知りたいという欲求をともに満たすことにより。読者の購買意欲をそそったのではな

いか。読者にとって、より魅力的な出版物とするために、あえて挿絵にフ ァション性をもたせ

たのではないかと考える。
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解析、報告

高齢者の色彩と図柄の好み（４）一性別特性一
今井弥生＊ ○井渾尚子＊長塚こずえ＊＊ 椋梨純枝＊3 青木迪佳*4 天羽 教子＊5

(＊東京家政学院短大 ＊>i(東京家政大*  3宇部短大*4 長崎県立女子短大
* 5愛知女子短大)

１報～３報では、65 歳以上の健康な男女を対象として黒白図柄の嗜好を調査
した。

本報は同じ 図柄を用い、赤（5.2R4.6/10.6）, 黄（3.7Y7.8/10.5）、緑（4.4G5.7/8.0）, 青
（6.9B5.8/10.7）, 紫（0.1P5.6/5.8）の５色、125 図柄を試料とし、性別嗜好特性を明らかに
した。

方法　被験者:1976 人、調査時期:1998 年９月１日～30 日、調査方法：質問紙法面接
調査，観察:JIS Z 8723 、場所：全国都道府県の敬老館，
各色の嗜好頻度の集計，クロス集計，嗜好率と相関

老人クラブ、在宅ほか、分析：

結果　各々の嗜好１位は赤図柄では男女共Ｓ青海波。黄は男がＳ青海波､ 女はＰ木の葉。
緑は男女共Ｐ木の葉。青は男がＳ青海波、女はＰ木の葉。紫は男女共Ｓ青海波であった。
図柄のもつイメージには色彩が影響している。 125図柄の男女間の相関は0.73 と高い。こ
れは特定の図柄に嗜好が集中しているためである。そして、男はＨ子持ち縞を好む特性が
みられ、幾何学文様の嗜好に性差が認められた。
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